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232 … = 600 × 103 ［J］= 600 ［kJ］ … = 60 × 103 ［J］= 60 ［kJ］

式（1-5）より

…30［℃］における相対速度は，… …34［℃］における相対速度は，…

60 = 9.81t，t =

f = mg = 60 ［kg］ × 9.81 ［m/s2 ］ = 589 ［N］

y =　　× 9.81 ×6.122 184 ［N］
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306 等温変化ではpV =一定が成り立つので，
pV=p1V1．したがって，p=　　   が得られ，
これを式（A4-3-2）へ代入すると
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　＝1.122 × 297 × 800 × ln 1.5
    ＝108.1［kJ］
したがって，エントロピー変化量は
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（Tは一定のため）
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σc= −1.50［MPa］ 梁の上側では引張応力，下側で圧縮
応力が作用するので，その対称性からσc=σt
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等温変化では pV=一定が成り立つので，
pV=p1V1．したがって，p=　　 が得られ，
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絶対圧：p下から

…30［℃］における相対速度は，… …34［℃］における相対速度は，…

a =78.5 ＋ 179.8 = 179.7 ［kPa］ 絶対圧：pa =78.5 ＋ 101.3 = 179.8 ［kPa］
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